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服と思い出：人間関係に基づくコーディネート支援の提案 
 

佐竹雪乃 1 山田篤志 2 築舘多藍 1 小林稔 1 
 

概要：毎日の服選びは，その日の天気や気温，訪れる場所やその日に会う人などさまざまな要素を考慮して行われる．
しかし，その日に会う人と以前に会った時，自分がどのような服を着ていたか覚えておくことや，その日に会う人と

の関係性を考慮して服装のコーディネートを変えることは，非常に労力のいる作業である．本研究では，そのような

服装選びにかかる負担を減らすために，その日に会う予定の人との関係性や思い出，以前に会った時に着ていた服装
に着目した，AR を用いたファッションコーディネート支援システムを提案する．本稿では，システムを構築する上
での基礎検討として，自分自身の服選びや相手の服装に関する意識調査を行い，その結果から，その日に着る服をど

のような条件のもとに推薦することで，毎日の服装選びの負担を減らすことができるか検討した． 
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Clothes and memories: Proposals for coordination support based on 
relationships 

 

YUKINO SATAKE†1 ATSUSHI YAMADA†2 
TAAI TSUKIDATE†1 MINORU KOBAYASHI†1 

 
Abstract: Daily clothing selection is made in consideration of various factors such as the weather and temperature of the day, 
the place to visit and the people who meet on that day. However, it is a very laborious task to remember what kind of clothes you 
wore when you met the person you are going to meet on that day, and to change the outfit coordination considering the 
relationships with the person you are going to meet. In this study, in order to reduce such a burden of choosing clothes, we 
propose an AR-based fashion coordination support system that focuses on the relationship and memories of the person you are 
going to meet on that day, and the clothes you wore when you met him/her before. In this paper, as a basic study for building the 
system, we conducted an awareness survey on choosing our own clothes and those of others. Based on the results, we considered 
how to reduce the burden of daily choosing clothes by recommending clothes to be worn on that day and under what conditions. 
 
Keywords: Fashion Coordination Relationships AR 

 
 

1. はじめに   

服選びは，外出する際に必ず行われる行為である．服を

選ぶ際，その日の天気や訪れる場所，自分自身の服の好み，

選んだ服の組み合わせなど，さまざまな要素を考慮する必

要がある．また，その日に会う予定の人がいる場合には，

その人との関係性，その人と以前に会ったとき，自分がど

のような服を着ていたかなどを考慮して，服を選ぶことが

ある．しかし，その日に会う人と以前会ったときに自分が

どのような服を着ていたか正確に思い出すことは，困難で

ある． 
我々は，その日に会う人との関係性や，その日に会う人

と以前会ったときに自分が着ていた服を考慮して服を選ぶ

ことが，服選びにかかる時間を増加させ，それに伴い，服

選びの負担を増加させていると考えた． 
服選びの負担を減らすことを目的とした従来研究とし
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て，着替えることなくコーディネートのシミュレーション

を行える機能をユーザに提供する手法[1]や，時系列情報を
用い，ごく近い過去に着用した衣服を考慮してコーディネ

ートを自動生成する手法を提案した研究[2]，人々の意見を
利用した人の感覚に合うコーディネート推薦システムを提

案した研究[3]などが行われている[4，5]．しかし，その日
に会う人との関係性や思い出を考慮した手法は検討されて

いない． 
このような背景から，我々は，毎日の服選びの負担を減

らすことを目的に，その日に会う人との関係性や思い出，

その時に着ていた服に着目した，AR を用いたファッショ
ンコーディネート支援システムを提案する． 
本稿では，システムを構築する上での基礎検討として，

人が服を選ぶ際に，自分が前回着ていた服をどの程度意識

して服を選ぶか，また相手が前回会ったときと同じ服装で

ある場合，そのことに気が付くかを調査した．その結果，

我々は，「その日に着る服」と「その日に会う人と前回会っ

たときの服装」が同じにならないように気をつけると回答

した人は，相手が前回会ったときと同じ服を着てきたとき，

そのことに気が付きやすいと回答する傾向があるというこ

とがわかった． 
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今後，我々は，このアンケート調査の結果を考慮し，本

論文で提案するシステムの実装を行う．本システムを利用

することで，ユーザの毎日の服装選びの負担を減らすこと

ができること，またユーザがその日に会う人と以前会った

ときに自分が着ていた服を正確に思い出せることで，その

日の服選びに自信が持てるようになることを期待する． 

2. 関連研究 

2.1 ユーザの着用姿を用いたコーディネートシミュレー
ションシステム 
佐藤らは[1]において，服を選ぶ際，着用イメージと実際

の着用感が異なることや，着丈が合わないなどの理由で服

を選び直すことがあるとしている．このような問題を解決

するために，佐藤らは，ユーザの「姿」でファッションコ

ーディネートのシミュレーションを行うシステム

suGATALOG を提案している．suGATALOG は，ユーザが
着用した服を鏡で確認する際に，その姿を撮影し，その写

真をトップスとボトムスの境界線で 2枚に切り分け，それ
らを組み合わせることでコーディネートシミュレーション

を実現する． 
佐藤らが行った評価実験では，手法 1：実物の服を手に

取って作成するコーディネート，手法 2：服のみの写真を
用いた PC上でのコーディネート，手法 3：着用姿の写真を
用いた PC 上でのコーディネートの 3 つのコーディネート
手法を用いて，それぞれの手法を比較するためのアンケー

ト調査を行った．その結果，佐藤らは，佐藤らの提案手法

である手法 3が最も着用した際のイメージが湧きやすく，

実際に着替えなくても鏡で見ているようにシミュレーショ

ンできるという意見が得られたと報告している． 
しかし，システムの試験運用では，システムを利用する

ために PC の起動が必要であるため，面倒であるという意

見があったと報告している．本研究では，利用しやすいシ

ステムとするためにスマートフォンを用いたシステムを検

討する．  
2.2 時系列情報を用いたコーディネート自動生成手法 

小杉らは[2]において，“昨日着用した衣服は連続して着

たくない，或いは，周囲の人に与える印象を考慮して，ご

く近い過去に着用した衣服と大きく印象の異なる衣服を着

たいという要求があると考えられる．”と述べている．この

ような問題を解決するため，小杉らは，時系列モデルによ

る衣服のコーディネート自動生成手法を提案している． 
小杉らのシステムでは，衣服の選択のしやすさである活

性因子を，コーディネートを生成するシステムに取り入れ

ることで，ごく近い過去に着用した衣服を考慮したコーデ

ィネートをユーザに提案する．これにより，小杉らは，ユ

ーザの毎日のコーディネートが似たような衣服を用いたも

のになることを回避することができると報告している． 
小杉らのシステムでは，ユーザ自身がごく最近着ていた

服をもとにコーディネートが生成される．これに対して本

研究では，自分がこれから会う人との関係性や思い出，前

回その人と会ったときの服装を考慮したコーディネートの

推薦を行うシステムを提案する． 
2.3 服との対話によるファッションコーディネート支援
システム 

福田らは[6]において，ユーザが入力したその日の予定に

対する期待値やファッションコーディネートに関するさま

ざまな知識，それぞれの服の特徴，その日の予定などに基

づき，服自身が自らを着てもらえるようにユーザに主張す

るシステムを提案している．福田らのシステムでは，服自

身が人工音声により，ユーザに対して自らを着てもらえる

ように自己主張を行うことで，対話的にユーザの服選びの

判断を支援すると期待している． 
また，福田らは，“自己表現としてのファッションとは

ユーザ自身が自分のために選ぶという行為によって生まれ

るもの”と述べており，福田らのシステムでは，最終的に

どの服を着るかをユーザ自身が決定する． 
我々もユーザがその日の服装に満足感を得るためには，

ユーザ自身が服を選ぶ必要があると考えた．そのため，本

研究では，システムがユーザのその日の服装を決めるので

はなく，ユーザの服選びの判断を支援するシステムを提案

する． 
また，我々は，福田らのシステムでは，服がユーザに自

らを選ぶよう主張することで，ユーザにその服を着ること

への義務感や強要感を与えてしまう可能性があると考えた．

そのため，本研究では，利用者に心理的負荷の少ないコー

ディネートの推薦手法を検討する． 

3. アンケート調査 

3.1 概要 
我々は，毎日の服選びの際，その日に会う人との関係性

や，その日に会う人と以前会ったときに自分が着ていた服

を考慮して服を選ぶことが，服選びにかかる時間を増加さ

せ，それに伴い，服選びの負担を増加させていると考えた. 
そこで，我々は，システムを構築する上での基礎検討と

して，人が服を選ぶ際に，自分が前回着ていた服を意識し

て服を選ぶか，また相手が前回会ったときと同じ服装であ

る場合，そのことに気が付くかを調査した．調査は，2020
年 10 月 28日から 11 月 1日の 5日間，Googleフォームを

利用して作成したアンケートを Web 上で回答してもらっ

た．アンケート調査の内容を表 1に示す． 
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表 1 アンケート調査の内容 
Table 1 Questionnaire Contents. 

① 
年齢を教えてください．（10歳未満，10代，20代，30

代，40代，50代，60代，70代以上） 
② 性別を教えてください．（男性，女性，その他） 

③ 
好きな色を教えてください．*複数選択可 （白系，黄

色系，オレンジ系，赤系，ピンク系，緑系，青系，紫系，

茶色系，黒系，その他） 

④ 
3 日ぶりの人と会うとき，自分の服装が 3 日前と同じ

にならないように気をつけますか？ （*1【全く気をつけ
ない←1.2.3.4.5.6.7→非常に気をつける】の 7段階） 

⑤ 
1 週間ぶりの人と会うとき，自分の服装が 1 週間前と

同じにならないように気をつけますか？（*1） 

⑥ 
2 週間ぶりの人と会うとき，自分の服装が 2 週間前と

同じにならないように気をつけますか？（*1） 

⑦ 
1 ヶ月ぶりの人と会うとき，自分の服装が 1 ヶ月前と

同じにならないように気をつけますか？（*1） 

⑧ 
2 ヶ月ぶりの人と会うとき，自分の服装が 2 ヶ月前と

同じにならないように気をつけますか？（*1） 

⑨ 
1 年ぶりの人と会うとき，自分の服装が 1 年前と同じ

にならないように気をつけますか？（*1） 

⑩ 

相手がどう思っているかは関係なく，人と会うとき，

以前会った時と同じ服を着ていくのは，自分的に気にな

りますか？ （【全く気にならない←1.2.3.4.5.6.7→非常に
気になる】の 7段階） 

⑪ 
3 日ぶりの人と会うとき，相手の服装が 3 日前と同じ

だったら気が付きますか？  （*2【全く気が付かない
←1.2.3.4.5.6.7→非常によく気が付く】の 7段階） 

⑫ 
1 週間ぶりの人と会うとき，相手の服装が 1 週間前と

同じだったら気が付きますか？（*2） 

⑬ 
2 週間ぶりの人と会うとき，相手の服装が 2 週間前と

同じだったら気が付きますか？（*2） 

⑭ 
1 ヵ月ぶりの人と会うとき，相手の服装が 1 ヵ月前と

同じだったら気が付きますか？（*2） 

⑮ 
2 ヵ月ぶりの人と会うとき，相手の服装が 2 ヵ月前と

同じだったら気が付きますか？（*2） 

⑯ 
1 年ぶりの人と会うとき，相手の服装が 1 年前と同じ

だったら気が付きますか？（*2） 

⑰ 
人と一緒に撮った写真を見返していた時に，同じ服装

で何度も会っていたことに気づいたらどう思いますか？

（自由記述） 

⑱ 
服を選ぶとき，一番重要視することは何ですか？*複数

選択可 （前回着た服，TPO，着たいと思うか，似合うか，
天気，その他） 

⑲ 
相手の印象的だった服について，どのくらいの頻度で

その服を着ると気になりますか？ （全く気にならない，
3日，1週間，2週間，1ヵ月，2ヶ月，1年，それ以上） 

⑳ 

相手の印象的ではない服について，どのくらいの頻度

でその服を着ると気になりますか？ （全く気にならな
い，3日，1週間，2週間，1ヵ月，2ヶ月，1年，それ以
上） 

㉑ 
相手との関係性で，同じ服装かどうかを気にする度合

いは変わりますか？ （【全く変わらない←1.2.3.4.5.6.7→
非常に変わる】の 7段階） 

㉒ 
前回着た服の色と似た色の服は着ないように気をつけ

ますか？（【全く気をつけない←1.2.3.4.5.6.7→非常に気を
つける】の 7段階） 

㉓ 
自分の持っている服の色で多いものを選択してくださ

い．*複数選択可 （白，黄色系，オレンジ系，赤系，ピ
ンク系，緑系，青系，紫系，茶色系，黒系，その他） 

㉔ 
このアンケートで気になる点がありましたら，記述を

お願いします． 

3.2 結果と考察 
アンケート調査の回答者は，全体で 40 名，うち女性 12

名，男性 28 名であった．また，10 代が 1 名，20 代が 38
名，50 代が 1 名であった． 

質問④-⑨の結果を図 1に示す．質問④-⑨では，「【3日，
1 週間，2 週間，1 か月，2 か月，1 年】ぶりの人と会うと

き，自分の服装が【3日，1 週間，2 週間，1か月，2か月，

1 年】前と同じにならないように気をつけますか？」に，「全

く気をつけない - 非常に気をつける」の 7 段階で回答して

もらった． 
質問④-⑨の結果，前回会ったときから期間が空くほど，

前回会ったときと同じ服装にならないように気をつけると

回答した人の割合が低下している．このことから我々は，

前回会ったときから期間が空くほど自分の服装が前回と同

じにならないように気をつけなくなる傾向にあると考える． 
また，前回会ったときと同じ服装にならないように気を

つけると回答した人の割合が高いのは，女性の場合，前回

会ったときから 2か月前の服装まで，男性の場合，前回会

ったときから 3日前の服装までであり，男女間で気をつけ

る期間の長さに差がみられた．そして，前回会ったのが 1
年前であっても，同じ服装にならないように気をつけると

回答した人がいることがわかった． 
質問⑪-⑯の結果を図 2に示す．質問⑪-⑯では，「【3日，

1 週間，2 週間，1 か月，2 か月，1 年】ぶりの人と会うと

き，相手の服装が【3日，1 週間，2 週間，1か月，2か月，

1 年】前と同じだったら気が付きますか？」に，「全く気が

付かない - 非常によく気が付く」の 7 段階で回答してもら

った． 
質問⑪-⑯の結果，前回会ったときから期間が空くほど，

相手が前回会ったときと同じ服装であることに気が付くと

回答した人の割合が低下している．このことから我々は，

前回会ったときから期間が空くほど，相手が前回会ったと

きと同じ服装であることに気が付きにくくなる傾向にある

と考える．また，相手が前回会ったときと同じ服装である

ことに気が付くと回答した人の割合が高いのは，女性の場

合，前回会ったときから 2 週間前の服装まで，男性の場合，

前回会ったときから 3日前の服装までであり，男女間で気

が付く期間の長さに差がみられた． 
質問④-⑨，⑪-⑯について，7 段階のうち 5，6，7いずれ

かに回答した人を集計した結果を図 3に示す． 
図 3において，いずれのグラフも右肩下がりである．こ

のことから，前回会ったときから期間が空くほど，前回と

同じ服装にならないように気をつけると回答した人の割合

が低くなり，相手の服装が前回と同じであるか気が付くと

回答した人の割合も低くなることがわかった．また，女性

のグラフが男性のグラフよりも常に高い値を示しているこ

とから，女性は男性よりも自分自身や相手の服装に注意を

払っていると思われる． 
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質問④-⑨をまとめて「3日から 1 年の範囲で，自分の服

装が前回と同じにならないよう気をつけるときがある

か？」として，7 段階のうち 5，6，7 いずれかに回答した
人（前回と同じ服装にならないように気をつけるときがあ

る人）の集合を Aとする．質問⑪-⑯をまとめて「3日から
1 年の範囲で，相手の服装が前回と同じである場合に，気

が付くときがあるか？」とし，7 段階のうち 5，6，7 いず
れかに回答した人（相手の服装が前回と同じである場合に，

そのことに気が付くときがある人）の集合を Bとする．A，
Bの結果を表 2に示す． 

表 2から，自分の服装が前回と同じにならないよう気を
つける人の割合は高く，相手の服装が前回と同じであるか

気が付く人の割合も高いということがわかった．また，「A
に属す人の中で B にも属す人」の割合が 76%，「A に属さ

ない人の中で Bに属す人」の割合が 29%であった．この結
果から，自分の服装が前回と同じにならないように気をつ

けると回答した人は，相手の服装が前回と同じであった場

合，そのことに気がつくと回答する傾向があった． 
我々は，今回のアンケート調査の結果から，自分の服装

が前回と同じにならないように気をつける人は，相手の服

装が前回と同じであった場合，そのことに気がつきやすい

と考える． 
 

表 2 A，Bの結果 
Table 2 The Results of A, B. 

 
 

質問⑩と A の結果を表 3 に示す．質問⑩では，「相手が

どう思っているかは関係なく，人と会うとき以前会った時

と同じ服を着ていくのは自分的に気になりますか？」に，

「全く気にならない - 非常に気になる」の 7 段階で回答し

てもらい，7 段階のうち 5，6，7 いずれかに回答した人を
集計した． Aに属する人の中で⑩にも属する人の割合は女

性が 100%，男性が 64%であった．このことから我々は，
自分の服装が前回と同じにならないよう気をつけるときが

あると回答した人のうち，女性は，相手の印象に拠らず前

回と同じ服を着ることに抵抗を感じるが，男性は，相手が

どう思っているかによって自分自身の服装を気にかける度

合いが変化すると考える． 
 
 
 
 

表 3 ⑩，Aの結果 
Table 3 The Results of ⑩, A. 

 
 

質問⑰では，「人と一緒に撮った写真を見返していた時

に，同じ服装で何度も会っていたことに気づいたらどう思

いますか？」に自由記述で回答してもらった．質問⑰にお

いて，人と一緒に撮った写真を見返して，同じ服装で同じ

人と何度も会っていたことに気づいたとき，「恥ずかしい気

持ちになる」や「服少ないんだろうな」などのネガティブ

な回答や，「少し組み合わせを考えようかと思う」や「次か

ら意識する」などの今後の服装を改善しようという回答，

「特に気にならない」や「この服がお気に入りだったのだ

と思う」というポジティブな回答が得られた． 
しかし，ネガティブな回答や改善しようといった回答を

した人の割合が，男性の場合，3 分の 1 以下だったのに対

して，女性の場合，半数を超えていた．これは，女性の方

が写真を撮影する機会が多いことや，写真を見返す機会が

多いことなどが影響していると考える． 
質問⑲，⑳の結果を図 4 に示す．質問⑲，⑳では，「相

手の【印象的だった服，印象的ではない服】について，ど

のくらいの頻度でその服を着ると気になりますか？」に選

択肢「全く気にならない，3日，1 週間，2 週間，1 ヵ月，2
ヶ月，1 年，それ以上」から回答してもらった． 
その結果，印象的な服も印象的ではない服も，頻度に拠

らず全く気にならないという回答が多く得られた．しかし，

女性と男性ともに，相手の印象的だった服について，その

服を着る間隔が 3日より短いと気になると回答した人がい

ることがわかった．  
質問㉑では，「相手との関係性で，同じ服装かどうかを

気にする度合いは変わりますか？」に，「全く変わらない - 
非常に変わる」の 7 段階で回答してもらった．また，7 段

階のうち，5，6，7いずれかに回答した人を集計した． 
質問㉑において，相手との関係性で，同じ服かどうかを

気にする度合いが変化すると回答した人の割合は，全体で

63%，女性 75%，男性 57%であった．この結果から我々は，
その日に会う人との関係性の違いが，同じ服かどうかを気

にする度合いに影響を与えることがわかった．今後，その

日に会う人との関係性と，同じ服を着ていないか気にする

度合いの関連性を調査する必要があると思われる． 
質問㉒では，「前回着た服の色と似た色の服は着ないよ

うに気をつけますか？」に，「全く気をつけない - 非常に

気をつける」の 7 段階で回答してもらった． 
質問㉒において，前回着た服の色と似た色の服は着ない

ように気をつけると回答した人の割合は，全体で 23%，女

全体 女性 男性
P(A ) 83% 92% 79%
P(not A ) 18% 8% 21%
P(B ) 68% 83% 61%
P(B |A ) 76% 82% 73%
P(B |not A ) 29% 100% 17%

全体 女性 男性
P(A ) 83% 92% 79%
P(⑩) 63% 92% 50%
P(⑩|A ) 48% 100% 64%
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性 50%，男性 11%であった．このことから我々は，前回着
た服の色がその日の服選びに与える影響は大きくないと考

える． 
質問③，㉓では，自身の色の好みと，多く所有している

服の色に関連があるのかを調査した．好きな色の数を x，
多く所有している服の色の数を y，好きな色と多く所有し

ている服の色が一致している数を x∧y，多く所有している

服の色のうち，好きな色と一致している割合を（x∧y）
/y*100とし，結果を表 4に示す． 
これより，自分自身の好きな色と自分が多く所有してい

る服の色が一致する傾向にあると思われる．  
しかし，質問③の選択肢では「白系」と表記していたが，

質問㉓の選択肢では「白」と表記していた．ここでは白と

白系を同じものとして扱っていることが，結果に影響を与

えている可能性がある． 
 

表 4 質問③，㉓の結果 
Table 4 The Results of Questions③, ㉓. 

 

3.3 結果を受けたシステム設計 
今回のアンケート調査の結果では，複数の項目で男女間

に差が見られた．また，安永らは[7]において，“女性は，

男性と比較して，自分や他人のファッションへの関心が高

く，外出着の着装基準において，個人的嗜好や流行，社会

的規範，機能性の全ての要因を重視する傾向にあった．”と

述べている．そのため，性別によってコーディネートを推

薦する条件を変える必要があると考える． 
我々は，始めにシステムを構築する際には，より服選び

の判断基準が厳しいと思われる女性に焦点を合わせたシス

テムを構築することを検討している． 
アンケート調査の結果から我々は，自分の服が前回と同

じにならないように気をつける人が多く，また自分の服が

前回と同じにならないように気をつける人は相手が同じ服

を着たときに気が付きやすいことや、女性は他人からの印

象とは関係なく，前回会ったときと同じ服を着ることを気

にかける傾向にあることがわかった．そのため，その日に

会う人と前回会ったときに着ていた服装を推薦しないシス

テムを検討している． 
 
 
 
 

図 1 質問④-⑨の結果 
Figure 1 The Results of Questions④-⑨. 

全体 女性 男性

x 2.85 4 3
y 2.55 3 2
x∧y 1.8 3 2
(x∧y) / y *100 [%] 73 80 70
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図 2 質問⑪-⑯の結果 
Figure 2 The Results of Questions⑪-⑯. 

 

図 3 質問④-⑨，⑪-⑯の結果 
Figure 3 The Results of Questions④-⑨, ⑪-⑯. 

 

図 4 質問⑲，⑳の結果 
Figure 4 The Results of Questions⑲, ⑳.
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3.4 再度アンケートの作成 
今回のアンケート調査では，質問が適切でなかった項目

や不十分であった項目があったため，次のような点を修正

した調査を今後行う予定である． 
質問⑱では，服を選ぶときに最も重要視することは何か

を尋ねたにも関わらず，複数選択可にしてしまったため，

単一回答とする． 
今回のアンケート調査では，相手との関係性によって，

同じ服装かどうかを気にする度合いが変化するという結果

を得られたため，相手とのさまざまな親しさや立場の違い

において，同じ服装であるか気にする度合いを回答しても

らうことで，その日に会う人との関係性と同じ服装かどう

かを気にする度合いの関連性について調査する．  
また，質問④-⑨，⑪-⑯では，図 5 に示す通り，最後に

会ったときの服装について尋ねる質問であり，それ以前の

服装について尋ねる質問ではなかった．そのため，「今日会

う予定の人の前で過去に着たことのある服を，今日着て行

きたいと思うか」や，「今日会う予定の人の前で過去に着た

ことのある服をもう一度その人の前で着るとき，どれくら

い期間を空けようと意識するか」などを尋ねる． 

4. システム概要 

アンケート調査の結果から，我々は，人が服を選ぶ際に，

自分の服装が前回と同じにならないように気をつけると回

答した人が多く，自分の服装が前回と同じにならないよう

に気をつけると回答した人は，相手の服装が前回と同じで

あった場合，そのことに気がつくと回答する傾向にあるこ

とがわかった．また，我々は，女性の場合，他人からの印

象とは関係なく，以前会ったときと同じ服を着ることに抵

抗を感じる傾向にあることがわかった． 
この結果から，我々は，その日に会う予定の人との関係

性や思い出をユーザに提示し，以前会った時に着ていた服

を容易に思い出せるようにすることで，毎日の服選びの負

担を減らすことができると考えた．そこで我々は，服選び

の際に，ユーザが手に取った服のまわりに，過去にその服

を着て撮った思い出の写真を表示する AR を活用したコー

ディネート支援システムを提案する． 
システムは，HTML，A-FRAMEを用いて構築する． 
現在までに実装したシステムを図 6 に示す．ユーザは，

まず自分が着たいと思った服を，ハンガーにかかった状態

のまま手に取り，その服のかかったハンガーに取り付けた

AR マーカをスマートフォンのカメラで読み取る．マーカ

を読み取ることで，システムがハンガーに掛けた服を認識

し，認識した服のまわりに，以前その服を着ていたときの

自分とそのとき会っていた人が一緒に写っている写真を表

示する．それらの表示により，ユーザは，以前会った時と

同じ服を着ようとしていないかを容易に確認することがで

きると想定している． 

今後，その日に会う人と前回会ったときに着ていた服装

を推薦しない機能や，人の名前を入力することで，その人

と自分が一緒に写った写真を自動検索する機能などを追加

し，その後，システムの有効性を確認するための実験を行

っていく予定である． 
 

 
図 5 質問④-⑨，⑪-⑯の質問内容 例：質問⑦ 

Figure 5  Contents of Questions ④-⑨, ⑪-⑯  
Example: Question ⑦. 

 

 
図 6 システムの画面 

Figure 6 Implemented System Screen. 
 

5. おわりに 

我々は，その日に会う人との関係性や，その日に会う人

と以前会ったときに自分が着ていた服を考慮して服を選ぶ

ことが，服選びの負担を増加させていると考えた．そして，

毎日の服選びの負担を減らすことを目的に，その日に会う

人との関係性や思い出，その時に着ていた服に着目した，

AR を用いたファッションコーディネート支援システムを
提案した． 
本稿では，システムを構築する上での基礎検討として，

人が服を選ぶ際に，自分が前回着ていた服をどの程度意識

して服を選ぶか，また相手が前回会ったときと同じ服装で

ある場合，どの程度そのことに気が付くかを調査した．そ

の結果，我々は，その日に会う予定の人と前回会ったとき

に着ていた服を着ないように気をつけると回答した人は，
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相手の服装が前回と同じであった場合，そのことに気が付

きやすいということがわかった． 
今後は，アンケート調査の結果を考慮し，その日に会う

人と前回会ったときに着ていた服装を推薦しない機能や写

真の自動検索機能の追加したシステムの実装，新たなアン

ケート調査を行う予定である． 
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